
平成30年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

平成29年10月31日

上場会社名 株式会社ツカモトコーポレーション 上場取引所 東

コード番号 8025 URL http://www.tsukamoto.co.jp/

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 阿久津　和行

問合せ先責任者 （役職名） 専務取締役本部担当 （氏名） 小林　史郎 TEL 03-3279-1330

四半期報告書提出予定日 平成29年11月10日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 10,011 △10.6 117 481.3 119 880.4 752 ―

29年3月期第2四半期 11,199 △2.3 20 ― 12 ― 19 ―

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　829百万円 （―％） 29年3月期第2四半期　　△98百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 188.73 ―

29年3月期第2四半期 4.96 ―

※当社は、平成29年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施しています。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行わ
れたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しています。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 28,268 11,531 40.8

29年3月期 27,966 10,822 38.7

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 11,531百万円 29年3月期 10,822百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― ― ― 3.00 3.00

30年3月期 ― ―

30年3月期（予想） ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※当社は、平成29年10月1日付で、普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施しています。平成30年3月期（予想）の１株当たり期末配当金及び年間配
当金合計につきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しています。株式併合を考慮しない場合の平成30年3月期（予想）の１株当たり期末配当
金及び年間配当金合計は3円となります。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,000 △1.7 370 20.3 350 20.0 900 367.0 225.87

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※平成30年3月期通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しています。株式併合を考慮しない場合の平成
30年3月期通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益は22円59銭となります。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特
記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料9ページ「２．（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧くださ
い。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 4,069,747 株 29年3月期 4,069,747 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 85,349 株 29年3月期 84,973 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 3,984,611 株 29年3月期2Q 3,985,244 株

※当社は、平成29年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施しています。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が
行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しています。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料4ページ「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（株式併合後の配当及び業績予想につきまして）

　当社は、平成29年6月28日開催の第98回定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式10株に
つき1株の割合で株式併合を実施しています。併せて同日付で単元株式数を1,000株から100株へ変更しています。なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年
3月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりとなります。

　１．平成30年3月期の期末配当予想　　 　　1株当たり配当金　3円

　２．平成30年3月期通期の連結業績予想　　1株当たり当期純利益　22円59銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益、雇用情勢の改善等が見られ、景

気は緩やかな回復基調で推移しておりますが、物流コストの高騰や不安定な海外情勢等の懸念材

料もあり、依然として先行き不透明な状況であります。 

このような環境下にあって当社グループは、現行の2016～2018年を計画期間とする中期経営計

画の２年目に当たります。この計画期間を、グループが今後も継続していくことに必要な更なる

活性化と変革のための基礎作りの３ヵ年と位置付け、経営基盤の再構築に取り組んでおります。 

当第２四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は１００億１千１百万円（前年同期比

１０．６％減）、営業利益は１億１千７百万円（前年同期は営業利益２千万円）、経常利益は１

億１千９百万円（前年同期は経常利益１千２百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は７

億５千２百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益１千９百万円）となりました。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

〔和装事業〕 

ツカモト株式会社及び市田株式会社における和装事業につきましては、平成２９年７月にツ

カモト市田株式会社を設立し、１０月１日から新体制でスタートするべく、営業管理体制・組

織運営の合理化を推進するとともに、不採算催事からの撤退、催事以外での売上拡大策の実施

等に取り組んだ結果、売上高は減少いたしましたが黒字となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は２０億９千５百万円（前年同期比１６．１％減）、セグ

メント利益（営業利益）は２千１百万円（前年同期はセグメント損失４千１百万円）となりま

した。 

〔洋装事業〕 

ツカモトアパレル株式会社におけるメンズ事業及びレディス・ＯＥＭ事業につきましては、

メンズ事業の受注額が減少した分をレディス・ＯＥＭ事業にて補うことに注力いたしましたが、

利益率の低下もあり、減収減益となりました。 

ツカモトユーエス株式会社におけるユニフォーム事業につきましては、前年同期と比べて受

注物件がやや少なく売上高は減少いたしましたが利益率が改善し、減収増益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は４１億４百万円（前年同期比１１．０％減）、セグメント

利益（営業利益）は１億１千７百万円（前年同期はセグメント利益６千８百万円）となりました。 

〔ホームファニシング事業〕 

市田株式会社におけるホームファニシング事業につきましては、効率の良い店舗への絞込み

等を図りましたが、販売不振の店舗を補うまでには至らず、また滞留在庫の削減を推進したこ

ともあり、減収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は２１億９百万円（前年同期比１６．２％減）、セグメン

ト損失（営業損失）は１億７千９百万円（前年同期はセグメント利益６百万円）となりました。

〔健康・生活事業〕 

ツカモトエイム株式会社における健康・生活事業につきましては、新型健康機器の販売が好

調に推移し、増収となり、損益は改善いたしました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は１３億３百万円（前年同期比２０．２％増）、セグメン

ト損失（営業損失）は１千４百万円（前年同期はセグメント損失１億７千４百万円）となりま

した。 
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〔建物の賃貸業〕 

株式会社ツカモトコーポレーションにおける建物の賃貸業につきましては、堀留ビルの契約

終了に伴い転貸収入と賃貸費用が減少、また、平成２９年４月に賃貸用不動産のリブラビルの

売却もあり、減収減益となりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は４億７千５百万円（前年同期比２２．２％減）、セグメ

ント利益（営業利益）は２億４千５百万円（前年同期は営業利益２億５千６百万円）となりま

した。 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間の資産の部は、前連結会計年度末に比べ、３億２百万円増加の２８

２億６千８百万円となりました。これは固定資産を売却したこと等により、建物及び構築物が８

億７百万円、土地が７億３千５百万円それぞれ減少し、流動資産における現金及び預金が２２億

３百万円増加したこと、並びに受取手形及び売掛金が３億１千３百万円減少したことが主な要因

です。 

また負債の部では、前連結会計年度末に比べ、短期借入金が４億３千２百万円減少、前受金、

未払金等その他が４億５千７百万円減少したことにより流動負債が８億１千１百万円の減少とな

りました。また、長期借入金が３億７千万円増加したこと等により、固定負債としては４億４百

万円増加いたしました。その結果、負債合計は４億６百万円減少の１６７億３千７百万円となり

ました。 

純資産の部では、前連結会計年度末に比べ、利益剰余金の増加により株主資本合計が６億３千

２百万円増加し、その他の包括利益累計額におけるその他有価証券評価差額金が８千２百万円増

加したこと等により、純資産合計は７億９百万円増加の１１５億３千１百万円となりました。 

キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は３８億

６千３百万円となり、前連結会計年度末と比べ２２億３百万円の増加となりました（前年同期

は１億７千６百万円の減少）。この主な要因は以下のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ･フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は３億６千３百万円（前年同

期は３億３千８百万円の減少）となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益の増加と

売上債権の減少、たな卸資産の減少、並びに仕入債務の増加等によるものであります。この結

果、前年同期と比べて７億２百万円の増加となりました。 

（投資活動によるキャッシュ･フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は２０億２千７百万円（前年

同期は８千万円の増加）となりました。これは賃貸用不動産を売却したことにより、有形及び

無形固定資産の売却による収入が２０億４千６百万円となったことが主な要因です。この結果、

前年同期と比べて１９億４千６百万円の増加となりました。 

（財務活動によるキャッシュ･フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、１億８千６百万円（前年

同期は８千３百万円の増加）となりました。これは主に長期及び短期借入金の返済による支出

と配当金の支払額によるものであります。この結果、前年同期と比べて２億６千９百万円の減

少となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想としましては、現段階で平成２９年５月１５日発表の連結業績予想の修正は行っ

ておりません。ただし、通期の業績見込みについて見直しが必要と判断した場合には、速やかに

開示いたします。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,669 3,873

受取手形及び売掛金 3,748 3,434

たな卸資産 2,213 2,105

繰延税金資産 54 54

その他 751 715

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 8,432 10,182

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,596 2,789

土地 11,316 10,581

その他（純額） 150 150

有形固定資産合計 15,064 13,520

無形固定資産

その他 37 39

無形固定資産合計 37 39

投資その他の資産

投資有価証券 3,854 3,970

退職給付に係る資産 311 328

その他 291 243

貸倒引当金 △25 △16

投資その他の資産合計 4,432 4,525

固定資産合計 19,533 18,086

資産合計 27,966 28,268

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,746 3,764

短期借入金 7,062 6,629

未払消費税等 176 162

未払法人税等 93 207

繰延税金負債 － 0

返品調整引当金 57 16

その他 840 383

流動負債合計 11,976 11,165

固定負債

長期借入金 1,930 2,300

繰延税金負債 2,305 2,341

再評価に係る繰延税金負債 12 12

役員退職慰労引当金 27 27

退職給付に係る負債 308 302

資産除去債務 10 10

その他 572 577

固定負債合計 5,167 5,572

負債合計 17,144 16,737
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,829 2,829

資本剰余金 709 709

利益剰余金 6,240 6,873

自己株式 △101 △102

株主資本合計 9,678 10,310

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,064 1,147

繰延ヘッジ損益 △1 2

土地再評価差額金 9 9

為替換算調整勘定 4 4

退職給付に係る調整累計額 67 58

その他の包括利益累計額合計 1,144 1,221

純資産合計 10,822 11,531

負債純資産合計 27,966 28,268
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 11,199 10,011

売上原価 7,992 7,017

売上総利益 3,206 2,993

返品調整引当金繰入額 20 16

返品調整引当金戻入額 73 57

繰延リース利益戻入額 0 -

差引売上総利益 3,260 3,034

販売費及び一般管理費 3,239 2,916

営業利益 20 117

営業外収益

受取利息 3 3

受取配当金 44 49

保険配当金 5 6

為替差益 4 -

その他 11 22

営業外収益合計 70 81

営業外費用

支払利息 64 58

為替差損 - 2

手形売却損 4 2

その他 9 15

営業外費用合計 78 79

経常利益 12 119

特別利益

固定資産売却益 - 743

特別利益合計 - 743

税金等調整前四半期純利益 12 862

法人税、住民税及び事業税 △7 110

法人税等調整額 - -

法人税等合計 △7 110

四半期純利益 19 752

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 19 752

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △97 82

繰延ヘッジ損益 4 4

為替換算調整勘定 △4 △0

退職給付に係る調整額 △21 △8

その他の包括利益合計 △118 77

四半期包括利益 △98 829

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △98 829

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 12 862

減価償却費 128 98

有形及び無形固定資産除却損 0 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △10

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △26 △32

その他の引当金の増減額（△は減少） △53 △40

受取利息及び受取配当金 △48 △53

支払利息 64 58

為替差損益（△は益） △2 1

固定資産売却損益（△は益） - △743

売上債権の増減額（△は増加） 772 319

たな卸資産の増減額（△は増加） 96 107

仕入債務の増減額（△は減少） △1,151 75

未払消費税等の増減額（△は減少） △22 △17

その他 △82 △187

小計 △316 439

利息及び配当金の受取額 48 53

利息の支払額 △62 △59

法人税等の支払額 △9 △70

営業活動によるキャッシュ・フロー △338 363

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10 △10

定期預金の払戻による収入 10 10

有価証券の償還による収入 101 -

有形及び無形固定資産の取得による支出 △19 △39

有形及び無形固定資産の売却による収入 - 2,046

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 - 3

その他の支出 △1 △28

その他の収入 0 47

投資活動によるキャッシュ・フロー 80 2,027

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,958 1,113

短期借入金の返済による支出 △1,227 △963

長期借入れによる収入 200 800

長期借入金の返済による支出 △712 △1,012

リース債務の返済による支出 △17 △5

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △117 △117

財務活動によるキャッシュ・フロー 83 △186

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △176 2,203

現金及び現金同等物の期首残高 1,696 1,659

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,519 3,863
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成 28 年 4月 1日 至 平成 28 年 9 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

売上高

計

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

101

11,328

129

11,199

△ 14

7

1

5

2,498

0

△ 41

-

1,084

△ 1746

2,516

-

4,610

68 256

611

117

2,506

（単位：百万円）

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

建物の

115

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

計

11,193

127

11,320

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,0842,497

9

　外部顧客に対する
　売上高

報告セグメント
その他
（注） 合　計

賃 貸 業

4934,610

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との 

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 115
　「その他」の区分の損失（△） △ 14

セグメント間取引消去 1
全社費用（注） △ 83

20
（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

利益又は損失 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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 Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成 29 年 4月 1日  至 平成 29 年 9月 30 日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

売上高

計

　セグメント利益又は
　セグメント損失(△)

△ 14△ 179

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
健康･生活

事 業

2,0984,104

2,109

0

1,303 409

建物の

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

0

　外部顧客に対する
　売上高

66

賃 貸 業

117 245

報告セグメント

-

21

2,095

2,095

10

4,104 1,303

合　計

475

190

10,088

77

10,011

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との

差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

　報告セグメント計 190

　セグメント間取引消去 3

　全社費用（注） △ 77

117

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

利益 金額

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

前連結会計年度において「その他」の事業の区分に表示しておりました既存事業の撤退が完了した

ため、第 1 四半期連結会計期間より「その他」の事業を消去しております。また、当第 2 四半期連

結会計期間にツカモト市田株式会社が新設され、和装セグメントに新たに加わっております。なお、

前第 2四半期連結累計期間のセグメント情報についての影響はございません。 
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